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　人ロの動き

　1月1日現在

男覧177（＋7）
女5．250（一3）

計10沸27（＋4）
世帯数2。55う（＋2）

（）内は前月との比較
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かねて計画の元旦マラソン大会は、新春にふさわ

しく快晴につつまれ、大盛況でした。

幼児から老人まで、参加者はおよそ150名、沿道

の人たちの声援の中で力走が展開され、快適な新年

のスタートぶりが伺えました。
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議会報告

総
合
開
発
過
疎
対
策
な
ど
を
制
定

も
り
だ
く
さ
ん
の
四
十
九
年
最
終
議
会

　
十
二
月
定
例
会
は
、
十
二
月
十
日
か
ら
、
二
十

五
日
の
十
六
日
間
と
い
う
、
長
い
会
期
の
中
で
、

重
要
案
件
の
数
か
ず
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
四
十
九
年
最
後
の
議
会
と
な
っ
た
こ
の
定
例
会

は
、
一
月
か
ら
数
え
て
九
回
目
（
定
例
・
臨
時
含

む
）
の
も
の
で
、
四
十
八
年
度
会
計
の
決
算
や
、

総
合
開
発
計
画
の
制
定
、
過
疎
地
域
振
興
計
画
の

策
定
及
ぴ
、
四
十
九
年
度
会
計
の
補
正
な
ど
を
中

心
と
し
て
開
い
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
最
終
日
に

は
、
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
ら
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

白
井
さ
ん
（
寺
尾
）
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
幼
稚
園
敷
地
寄
付
も
議
決

十
日
（
第
一
日
目
）

審
議
件
数
は
十
件
で
す
。

町
総
合
開
発
計
画
基
本
構
想
（
第
二

（
答
弁
の
根
津
町
長
）

次
）
の
制
定
（
内
容
は
別
掲
）
や
、
過

疎
地
域
振
興
計
画
の
策
定
と
い
う
、
町

の
将
来
計
画
二
つ
が
め
だ
ち
ま
す
。

　
過
疎
地
域
振
興
計
画
は
、
国
の
施
策

に
よ
つ
て
、
過
疎
に
悩
む
市
町
村
の
振

興
、
対
策
を
は
か
る
も
の
で
、
こ
の
計

画
の
中
で
事
業
を
実
施
す
る
場
合
、
起

債
が
大
き
く
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

返
済
金
の
一
部
を
交
付
税
で
み
て
く
れ

る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
町
で
は

総
合
開
発
計
画
の
中
に
、
こ
れ
ら
の
事

業
を
も
り
込
ん
で
お
り
、
内
容
的
に
は

両
計
画
と
も
同
じ
よ
う
な
も
の
と
言
え

ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
日
の
議
会
で
は
、
寺
尾
の
自
井

源
次
さ
ん
か
ら
、
幼
稚
園
敷
地
（
田
・

二
、
四
三
三
平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
寄
附
申

出
が
あ
り
、
全
員
異
議
な
く
寄
附
受
入

れ
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
議
員
提
案
に
よ
る
「
国

民
健
康
保
険
事
務
の
財
政
強
化
に
関
す

る
意
見
書
」
が
議
決
さ
れ
、
た
だ
ち
に

関
係
行
政
庁
へ
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
条
例
改
正
一
件
（
建
設
機
械
等
の
使

用
料
の
改
正
）
の
ほ
か
、
一
部
事
務
組

合
関
係
の
規
約
変
更
が
三
件
、
請
願
の

町
道
木
落
、
下
平
新
由
線
改
修
に
関
す

る
も
の
は
、
委
員
長
報
告
ど
お
り
採
択

と
決
定
し
ま
し
た
。

一般会計

十
四
億
の
巨
額
に

給
与
改
正
が
中
心

　
十
七
日
（
第
二
日
目
）

　
給
与
条
例
の
改
正
及
ぴ
そ
れ
ら
に
と

も
な
う
各
会
計
の
補
正
予
算
、
川
西
町

農
協
有
線
放
送
電
話
自
動
化
助
成
に
関

す
る
請
願
な
ど
が
中
心
で
す
。

　
給
与
条
例
は
、
職
員
の
給
与
、
特
別

職
の
給
与
、
教
育
長
の
給
与
、
議
員
の

報
酬
な
ど
四
件
の
改
正
で
す
。

　
一
方
、
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
ほ

か
六
つ
の
特
別
会
計
、
及
ぴ
水
道
企
業

会
計
と
、
い
わ
ば
町
全
部
の
会
計
が
行

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
一
般
会
計
の
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
見
て
み
ま
し
よ
う
。
額

　
三
度
目
の
補
正
と
な
っ
た
一
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不

般
会
計
は
、
一
億
三
千
七
百
＋
印

八
万
の
追
加
を
し
、
総
額
は
、
　
　
　
△

＋
四
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九
百
三
＋
九
万
円
の
巨
況
臥

額
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な
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し
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も
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・
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位

。
公
共
用
地
取
得
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ぴ
造
成
・
決
弾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

一
千
三
＋
三
万
○
総
合
セ
ン
計

タ
ー
用
地
舗
装
．
消
雪
施
設
工
会

事
等
、
七
百
七
＋
七
万
O
上
各

野
保
育
園
深
井
戸
工
事
等
、
三
度

百
＋
八
万
○
土
地
改
良
事
業
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

補
助
金
、
百
三
＋
万
○
養
鯉
4

池
・
乳
用
牛
舎
等
事
業
補
助
、
・

二
千
二
百
九
十
四
万
　
○
県
道

改
良
工
事
負
担
金
、
七
百
九
十

万
　
○
雪
害
対
策
、
百
九
十
八

万
　
○
消
防
関
係
、
五
百
九
十

六
万
　
○
災
害
復
旧
、
四
百
三
十
三
万

そ
の
ほ
か
給
与
改
正
な
ど
。

　
一
方
、
歳
入
は
、
○
町
税
、
一
千
百

万
　
○
交
付
税
、
八
千
万
、
国
県
支
出

金
、
三
千
百
六
十
二
万
　
○
寄
付
金
、

一
千
十
九
万
　
○
起
債
、
　
一
千
万
な
ど

で
す
。

　
な
お
、
有
線
施
設
の
請
願
は
、
産
業

厚
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
審
査
を
終
日

　
二
十
四
日
（
第
三
日
目
）

　
四
十
八
年
度
の
一
般
会
計
ほ
か
六
つ

の
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
決
算
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

　
各
会
計
の
歳
入
歳
出
状
況
は
、
別
表

の
と
お
り
で
、
い
ず
れ
も
決
算
書
ど
お

り
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
（
一
般
会
計

の
決
算
内
容
は
別
掲
）

区　　　分 歳入決算額 歳出決算額 差引残額
一　般　会　計 1，091，879，126 1，066，806，159 25，072，967

国保（事業勘定） 156，726，807 140，924，825 15，801，982

国保（施設勘定） 39，205，054 38，299，408 905，64⑤

仙田へき診会計 7，188，782 8，609，513 △1，420，731・

歯科診療所会計 11，479，915 9，640，369 1，839，546

農業共済会計 42，428，127 23，093，242 19，334，885

簡易水道会計 51，171，804 55，585，911 △4，414，107

計 1，400，079，615 1，342，959，427 57，120，188

最
終
日

　
六
氏
が
一
般
質
問

　
二
十
五
日
（
第
四
日
目
）

　
最
終
日
は
、
町
政
に
対
す
る
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
問
者
は
六
人
、
そ
の
要
旨
は
次
の

と
お
り
で
す
。

平
野
圭
二
氏
①
土
を
つ
く
る
問
題
、

②
開
発
と
自
然
の
調
和
　
③
広
域
行
政

と
自
主
性
に
つ
い
て

町
長
①
有
機
質
肥
料
の
投
入
不
足
は

事
実
で
あ
る
。
後
継
者
に
対
す
る
農
業

技
術
の
講
習
や
、
多
収
穫
競
進
会
、
条

件
の
悪
い
場
所
で
の
展
示
ほ
の
設
置
な

ど
を
検
討
し
た
い
。

（
②
自
然
を
生
か
す
た
め
の
闘
発
を
重
点

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
破
壊

部
分
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
手
を
う
ち

自
然
保
護
に
努
め
た
い
。

③
広
域
行
政
の
拡
大
は
、
町
の
自
主
性

が
う
す
れ
る
こ
と
も
心
配
さ
れ
る
。
ま

か
せ
っ
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
、
町
の

情
勢
と
遊
離
し
な
い
よ
う
、
十
分
注
意

し
て
ゆ
き
た
い
。

羽
鳥
欣
一
氏
　
出
か
せ
ぎ
者
対
策
を

町
長
　
出
か
せ
ぎ
収
入
が
町
に
し
め
る

影
響
は
大
き
く
、
安
心
し
て
出
ら
れ
る

よ
う
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
国
県
の
補
助
制
度
の
も
と
に
、
出
か

せ
ぎ
者
の
営
農
改
善
や
、
農
業
の
先
進

地
視
察
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
さ
ら

に
、
有
利
な
制
度
は
ど
ん
ど
ん
取
り
入

れ
、
楽
し
い
出
か
せ
ぎ
に
進
め
た
い
。

登
坂
茂
氏
　
今
後
の
西
部
地
区
の
土
地

改
良
事
業
に
つ
い
て

町
長
　
過
疎
も
お
ち
つ
き
、
開
発
の
時

期
到
来
と
思
わ
れ
る
。
お
話
し
の
よ
う

に
、
五
十
一
年
度
あ
た
り
か
ら
実
施
で

き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に

は
、
ま
ず
、
全
体
的
な
構
想
が
必
要
で

あ
る
。
個
人
の
出
費
も
大
き
く
な
る
の

で
、
全
体
構
想
と
と
も
に
、
地
区
民
が

一
丸
と
な
っ
て
進
め
る
体
制
を
つ
く
る

こ
と
が
、
ま
ず
先
決
で
あ
る
と
思
う
。

戸
田
哲
次
氏
　
入
札
の
方
法
に
つ
い
て

町
長
　
入
札
方
法
は
、
指
名
競
争
の
や

り
方
が
、
い
ち
ば
ん
実
状
に
あ
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。
建
物
な
ど
は
、
部

門
ご
と
に
入
札
さ
れ
て
は
ど
う
か
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
一
括
請
負
の
方
が
仕

事
が
合
理
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

大
き
な
も
の
、
特
殊
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
分
括
す
る
こ
と
も
、
今
後
の
方
法

と
し
て
考
え
た
い
。

滋
野
一
郎
氏
　
町
の
青
年
会
育
成
を

町
長
　
現
在
町
に
四
つ
の
青
年
会
が
あ

る
が
、
全
体
に
組
織
活
動
が
う
す
れ
、

さ
ぴ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
青
年
の
連
合

組
織
が
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
町
費

（
次
頁
下
欄
へ
）
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48年度一般会計

48年度の一般会計は

　　歳入＝　10億9，187万9，126円

　　歳出　＝　10億6，680万6，159円

　　差引　＝　　　2，507万2，967円

　　となりました。

　　その概要は次のとおりです。

　（主な事業・単位荊）

高倉松葉平給水工事ξ000
総合センター建設　64000
広域事務負担金　　ξ846
衛生施設組合負担金ξ282

……など

、
灘∴

藤

難

18，769

8，931

　　　　　　　　　．急，灘嚢灘繍．

＿鰯轟　’　灘鰹難

’
・
響
　
灘

鞭鞭．．　

8翻　　竜羅鯉群
6．351

助扶

響醤…緯

＜　簡易水道会計へ　・・・…など

／
　土地基盤整備補助　10，000
　2次構補助　　　　107，707

＼　林道開削　　　　　　乙290　・・・…など

く　産業育成資金貸付　　4001　……など

く　広域消防負担金　　4叙6　・・・…　など

1鐙圭事

町民1人当たリ
　　歳出決算額・一……・10万2，169円

　　町税負担額・一一・…・1万4，546円

　　国県への依存財源・一・6万8，609円

　　町債（借金）……・一・1万1，438円

7，215

9，810く
　農林水産施設災
　公共土木施設災
　……など

く　元金　　24256　利子路292

16・946畷工6％） 議会費

241，683刊

　　（226％）
総務費

104，473刊

　　（98％） 民生費

54・67伽（5・％）衛生費

186・3踊　　農林水産
　　（玖4％）　　業　　　費

11・728畷η％） 商工饗

145，800刊

　　（1a6％）

4劇164和（4・多）

土木費

消防厭

199，79加
　　（1＆7％） 教育費

F
2
α 964鞠（2。％） 災害復旧費

41・548殉（ag％） 公債費

の
助
成
も
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。

　
青
年
学
級
活
動
や
、
O
B
の
方
か
ら

の
指
導
助
言
を
い
た
だ
く
な
ど
し
て
、

振
興
策
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

田
中
与
三
郎
氏
①
交
通
事
故
撲
滅
対

策
の
新
し
い
着
想
の
有
無
　
②
自
動
車

の
保
管
場
所
の
法
律
施
行
に
と
も
な
う

道
路
管
理
の
方
針
　
③
町
の
遊
園
地
造

成
に
っ
い
て
④
駐
車
場
造
成
急
務
の

問
題
　
⑤
交
通
安
全
教
育
の
徹
底
と
、

交
通
三
悪
追
放
の
町
独
自
の
教
育
方
針

⑥
行
政
事
務
合
理
化
の
問
題
点
と
改
革

の
構
想
⑦
行
政
事
務
分
業
と
、
職
員

定
数
の
適
否
、
類
似
他
町
村
と
の
比
較

⑧
庁
内
行
政
機
構
の
改
革
の
是
非
に
つ

い
て
町
長
　
交
通
事
故
の
関
係
は
、
当
面
死

亡
事
故
ゼ
ロ
を
継
続
す
る
こ
と
が
、
最

大
の
目
標
で
あ
る
。
運
転
者
、
歩
行
者

の
モ
ラ
ル
の
向
上
を
指
導
し
た
い
。

①
千
手
地
内
県
道
の
全
面
駐
車
禁
止
や

事
故
多
発
地
点
の
実
状
調
査
、
。
安
全
施

設
の
設
置
に
努
め
た
い
。
②
こ
の
法
律

の
目
的
は
、
道
路
使
用
の
適
正
化
、
円

滑
化
で
あ
る
。
今
後
の
道
路
の
改
修
に

あ
た
っ
て
は
、
車
を
対
象
と
し
た
構
造

へ
の
移
行
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

③
当
面
は
遊
園
地
造
成
は
考
え
て
い
な

い
。
④
駐
車
場
の
必
要
性
は
認
め
て
お

り
、
総
合
開
発
の
中
で
も
計
画
し
て
い

る
。
適
地
の
確
保
等
皆
さ
ん
か
ら
も
ご

協
力
願
い
た
い
。
⑤
交
通
安
全
教
育
は

指
導
員
、
協
議
会
等
を
中
心
に
、
幼
児

か
ら
老
人
ま
で
各
種
の
機
会
を
と
ら
え

て
、
指
導
し
て
行
き
た
い
。
⑥
⑦
⑧
後

進
性
脱
却
の
た
め
に
は
、
他
よ
り
積
極

的
な
事
業
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
。
仕

事
が
多
く
な
れ
ば
、
人
員
増
も
ま
た
当

然
な
こ
と
と
考
え
る
。
当
分
は
、
現
在

の
機
構
に
よ
っ
て
、
最
大
限
の
能
力
が

発
揮
で
き
る
よ
う
、
努
め
た
い
。
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〈
答
申
す
る
小
林
会
長
V

溺

蓑

を
　
　
“
丁田なか豊““町の緑

“

　
〃
緑
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
町
づ
く
り
〃
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

町
の
総
合
開
発
第
二
次
五
か
年
計
画
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　
審
議
会
が
、
昨
年
一
年
間
を
費
や
し
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
、
行
財
政

の
方
向
を
見
き
わ
め
た
、
英
知
の
結
集
と
も
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
十
二
月
九
日
に
町
長
に
答
申
さ
れ
、
翌
十
日
の
議
会
に
お
い
て
議
決

今
後
町
政
の
振
興
策
の
指
針
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
四
十
九
年
度
を
初
年
度
と
し
て
い
る
も
の
で
、
六
十

年
の
町
の
姿
を
見
通
し
た
基
本
構
想
と
、
今
後
五
か
年
間
に
予
定
さ
れ

る
事
業
を
集
約
し
た
基
本
計
画
、
さ
ら
に
、
こ
の
三
年
間
に
実
施
す
べ

き
具
体
的
な
事
業
を
か
か
げ
た
実
施
計
画
の
三
つ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
ロ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ィ
ム
と
い
っ
て
、
毎
年

度
ご
と
に
内
容
の
再
検
討
を
行
い
、
よ
り
完
壁
な
も
の
へ
と
練
り
直
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
部
分
的
に
は
、
多
少
の
変
更

も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
し
か
し
、
大
筋
と
し
て
は
、
計
画
に
そ
っ
た
行

財
政
が
運
営
さ
れ
ま
す
。

　
答
申
さ
れ
た
全
て
を
掲
さ
い
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
大

要
に
つ
い
て
、
今
月
か
ら
数
回
に
分
け
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
民
の
総
力
の
中
で

　
　
明
る
い
楽
し
い
町
づ
く
り
を
”

報
連
絡
網
の
確
立
を
行
う
。
ま
た
、
救

急
業
務
も
一
層
強
化
す
る
。

二
．
産
業
の
振
興

（完成した第2次5か年計画、概要）

　
最
近
の
経
済
発
展
に
伴
い
、
都
市
、

農
村
を
問
わ
ず
生
活
水
準
の
向
上
は
著

し
い
。
そ
の
た
め
に
、
行
政
需
要
の
伸

ぴ
や
、
近
代
的
な
地
域
づ
く
り
が
強
く

要
望
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
中

で
、
総
合
計
画
を
策
定
し
、
町
民
の
総

力
を
結
集
し
て
、
産
業
、
経
済
、
文
化

な
ど
を
総
合
的
に
充
実
し
、
明
る
い
豊

か
な
町
民
生
活
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と

を
目
標
と
す
る
。

　
具
体
的
施
策
は
、
次
に
よ
る
。

ど
の
改
良
舗
装
百
パ
ー
セ
ン
ト
や
、
諸

施
設
の
整
備
を
国
県
に
強
く
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、
町
道
、
農
林
道
を
地
域

の
実
情
に
そ
っ
て
整
備
す
る
。

⇔
雪
の
克
服

　
主
要
道
路
の
完
全
無
雪
化
、
住
居
連

た
ん
地
域
の
消
雪
施
設
の
充
実
、
除
雪

機
械
の
計
画
的
配
置
に
よ
り
、
除
雪
力

の
強
化
を
ね
ら
う
。

◎
交
通
安
全

　
安
全
施
設
の
整
備
充
実
と
と
も
に
、

運
転
者
、
歩
行
者
へ
の
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
普
及
、
事
故
の
未
然
防
止
に
努

め
る
。

四
消
防
防
災

　
広
域
消
防
体
制
の
充
実
と
あ
わ
せ
、

各
地
区
の
消
防
施
設
を
増
強
す
る
。

　
特
に
、
地
す
べ
り
、
な
だ
れ
防
止
、

治
山
治
水
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
、
情

　
第
一
次
産
業
を
中
心
と
し
、
稲
作
、

畑
作
、
畜
産
等
を
総
合
的
に
合
理
化
、

企
業
的
方
向
に
進
め
る
と
と
も
に
、
林

業
、
水
産
業
の
充
実
を
目
ざ
す
。

　
農
業
の
余
剰
労
力
は
、
第
二
次
産
業

へ
の
就
業
や
、
工
業
導
入
に
向
け
る
。

　
さ
ら
に
、
近
隣
市
町
村
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
す
べ
く
、
住
宅
団
地
を
造
成
、

人
口
の
増
加
を
は
か
っ
て
、
第
三
次
産

業
に
も
役
立
た
せ
る
。

e
農
林
水
産
業

　
米
、
た
ば
こ
、
肉
豚
、
乳
牛
、
な
ど

を
基
幹
と
し
、
生
産
性
の
高
い
農
業
確

立
の
た
め
、
基
盤
整
備
、
第
二
次
構
造

改
善
事
業
の
早
期
完
成
を
目
ざ
す
。

　
仙
田
地
区
は
、
中
・
小
規
模
の
農
地

集
団
を
形
成
し
、
見
合
っ
た
機
械
力
の

導
入
を
進
め
る
。
狭
小
農
地
は
、
養
魚

山
菜
な
ど
の
生
産
に
向
け
る
。

　
畑
作
は
、
当
面
た
ば
こ
、
加
工
用
ト

マ
ト
、
な
ど
の
安
定
多
収
を
は
か
る
。

　
畜
産
も
団
地
化
を
進
め
る
中
で
、
近

代
的
な
経
営
を
は
か
る
。

　
町
の
山
林
は
、
大
部
分
が
不
経
済
な

雑
木
林
で
あ
る
。
有
用
樹
林
へ
の
転
換

を
は
じ
め
、
第
二
次
林
業
構
造
改
善
事

業
に
取
組
み
、
林
道
網
の
整
備
と
あ
わ

せ
て
、
林
業
の
振
興
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
き
の
こ
類
も
観
光
と
結
ぴ
、

産
地
化
を
ね
ら
う
。

　
水
産
業
は
、
引
続
い
て
錦
鯉
、
食
用

鯉
の
増
殖
に
力
を
入
れ
る
。

｛
万
霧
謬
簿
薦
鶴
難
韻
窪
鴇
3

第一次から継承

総
ム
ロ
開
発

一
．
基
礎
的
条
件
の
整
備

e
　
交
通
体
系
の
整
備

　
町
の
道
路
網
の
整
備
は
、
生
活
の
根

幹
を
な
す
も
の
と
し
て
、
早
急
に
整
備

が
必
要
で
あ
る
。

　
国
道
二
五
二
号
線
、
主
要
地
方
道
な

（
労
働
時
間
と
収
量
の
目
標
）

作　目
（1雛轟）労働時間 10α当収量
現　　況 目　　標 現　　況 目　　標

水　　　　稲 時間
124

時間
27

晦
5
ろ 0

陶
600

た　　ば　　こ 452 507 251 270

加工用トマト 285 252 4，200 丘000

導集　　改立を　（→業人ウ　1
入団仙善の基米　　にロンさ0
をを田事た幹’農ものとら墓
進形地業めとた林役増すに当
め成区の’しば水立加べ’ぺ
るしは早基’こ産たをく近
。、’期盤生’業せは’隣コ
狭見中完整産肉　　るか住市当
小合・成備性豚　　oつ宅町蓼
農つ小を’の’　　て団村ク
地た規目第高乳　　　’地の1
は機模ざ二い牛　　　第をべ『
’械のす次農’　　三造ツO
養力農。構業な　　　次成ドそ
魚の地　　造確ど　　　産’タ

白　　ウ　　リ 400 520 2，500 5000

豚
肉　豚 67 22

繁殖豚 486 570

単位：千円）

事業　種　目

力よび名称

概　　算

事業費
（5力年間）

施　行　年　度　内　訳 財　源　内．訳　　（5力年間）

第一年度

（昭49年）
二
（50）
三
（51）
参　　考

（52～55）
国庫補助 県費補助

町　　負　　担　　額

計 一般財源 特定財源 起　　債

基
　
　
礎
　
　
的
　
　
条
　
　
件
　
　
整
　
　
備

道路　整　備 576，980 頭880 126，500 150，600 558，200 50，400 346，580 72，900 2ス280 246，400

橋　り　ょ　う 40，000 12，000 28，000 40，000 10，000 50，000

交通安全対策 1，170 ろ90 590 590 780 1，170 1，170

除雪機械整備 15，500 4，500 只000 22，500 8，000 5，500 2，500 5，000

克雪管理センタ
ー　　建　　設

78，270 11，615 66，657 10，000 5，000 65，270 18，270 45，000

消防施設整備 22，520 8，420 6，700 ス200 18，500 2，100 20，220 5，720 14，500

地すべり防止 212，465 58，150 90，515 64，000 126，260 141，642 70，825

災害　復　旧 70，266 66，079 4，187 4ス542 22，724 5，642 82 1ス000

復旧治山事業 19500 19500 191500

普通河川改修 15，040 5，040 5，000 ZOOO 19000 15，040 6，540 8，500

国土　調査 52，700 15，200 12，606 6，894 8，654 2ス259 5，461 5，461

多目的ダム 2，000 2，000 98，000 2，000 2，000

合　　　　計 884，211 292，272 546，855 245，084 651，674 259684 122，562 521，％5 150，205 2Z562 564，400

（
労
働
時
間
と
収
量
の
目
標
）
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川
酉
分
校
三
学
級
募
集
に
”
”

独
立
校
へ
着
実
な
前
進

　
十
高
、
川
西
分
校
が
、
こ
の
四
月
か

ら
三
学
級
増
と
な
り
、
す
で
に
発
足
し

て
い
る
一
学
級
四
十
五
名
と
あ
わ
せ
、

四
学
級
百
八
十
名
の
規
模
と
な
り
ま
す
。

　
高
校
誘
致
の
運
動
は
、
皆
さ
ん
も
ご

存
知
の
と
お
り
、
近
隣
市
町
村
と
手
を

た
ず
さ
え
、
誘
致
期
成
同
盟
会
を
つ
く

っ
て
、
活
発
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
昨
年

は
、
分
校
の
開
校
を
み
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
機
に
、
さ
ら
に
独
立
高
校
の
実
現

を
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　
独
立
校
へ
の
道
は
、
当
然
の
こ
と
と

し
て
、
学
級
数
を
ふ
や
し
、
規
模
を
大

き
く
す
る
過
程
を
ふ
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
わ
け
で
、
町
で
は
、
今
回
の
三
学

級
増
が
、
独
立
校
へ
の
可
能
性
を
一
層

大
き
な
も
の
に
し
た
と
喜
ん
で
い
ま
篤

　
ま
た
、
今
回
の
三
学
級
増
は
、
進
学

率
が
県
下
最
低
と
い
わ
れ
て
い
る
中
魚

十
日
町
地
域
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
前

進
で
あ
り
、
関
係
者
か
ら
も
大
き
な
期

待
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

50年度郡市内の進学希望者1．218名

　　〃　　募集定員（全日）1．020名

　　津南高校　5学級225名

255名6学級十日町実業

405名9学級十日町高校

135名3学級川西分校
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分
校
後
援
会
に

　
　
　
　
　
　
六
十
七
万
円
集
ま
り
ま
し
た

　
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
「

川
西
分
校
後
援
会
設
立
資
金
」
が
、
昨

年
十
一
月
末
で
、
六
十
七
万
五
千
七
百

円
の
多
額
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　
人
数
に
お
い
て
も
、
二
千
二
百
三
十

六
人
の
方
々
か
ら
、
好
意
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
川
西
分
校
に
は
、
全
日
制
（

出
身
中
学
十
か
校
）
及
ぴ
定
時
制
の
生

徒
が
熱
心
に
勉
学
に
取
組
ん
で
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
意
志
に
対
し
て
、
地
域

教
育
の
振
興
を
は
か
る
と
と
も
に
、
独

ご協力ありがとうございました。

　　目標達成の赤い羽根・歳末たすけあい

皆
さ
ん
の
あ
た
た

か
い
ご
協
力
に
ょ
っ

て
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
と
、
歳
末
た
す

け
あ
い
募
金
が
、
所

期
の
目
的
に
達
成
い

た
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
募
金
の
実

績
及
ぴ
配
分
内
容
を

報
告
し
、
お
礼
に
か

え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

一
、
赤
い
羽
根
募
金

O
戸
別
募
金

　
四
三
四
、
六
匠
三
円

○
学
校
募
金

　
　
一
一
三
、
一
六
六
円

○
そ
の
他

　
　
　
三
、
六
亭
三
円

　
　
合
計

　
四
六
一
、
四
四
昌
円

　
こ
の
う
ち
、
三
十

八
万
円
が
町
に
配
分

さ
れ
る
予
定
で
す
。

昌
、
歳
末
た
す
け
あ
い

様
式
に
な
り
ま
す
。

一
、
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
以
後
、
新
し

　
く
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
た
人

二
、
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
以
前
よ
り
、

　
厚
生
年
金
等
に
加
入
さ
れ
て
い
た
人

　
が
、
は
じ
め
て
国
民
年
金
に
入
ら
れ

　
た
人

三
、
前
か
ら
、
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て

　
い
る
人
で
、
手
帳
を
紛
失
し
、
ま
た

　
は
、
き
損
し
て
再
交
付
を
申
請
す
る

　
人
　
厚
生
年
金
等
で
、
新
様
式
の
手
帳
交

付
済
み
の
方
が
、
国
民
年
金
に
加
入
申

し
出
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
年
金
手
帳

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
戸
別
募
金

○
学
校
募
金

○
そ
の
他
合
計

こ
の
中
に
は
、

田昌　　 ＝含

中六　　誠
町六八閂ミ
の四八一四
南一一三：六
曇…三七一ヨ菰
さ喜円円円円
平

治
さ
ん
か
ら
の
一
万
円
、
町
寅
年
会
（

太
田
長
栄
会
長
）
か
ら
八
千
五
百
五
十

円
、
の
ほ
か
五
百
円
以
上
の
大
口
の
人

が
十
六
名
あ
り
ま
し
た
。
配
分
内
訳
は

○
生
活
保
護
世
帯

　
　
　
　
四
六
件
　
三
九
、
四
〇
〇
円

O
母
子
世
帯

　
　
　
　
一
＝
件
一
＝
、
O
O
O
円

　
○
身
体
障
害
児
者

　
　
　
　
三
二
件
　
三
二
、
O
O
O
円

○
ね
た
き
り
老
人

　
　
　
三
一
件
三
一
、
O
O
O
円

○
単
身
老
人

　
　
　
一
四
件
　
一
四
、
O
O
O
円

○
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者

　
　
　
一
四
件
　
一
四
、
O
O
O
円

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者

　
　
　
　
三
件
　
　
三
、
O
O
O
円

O
児
童
福
祉
施
設
入
所
者

　
　
　
一
一
件
一
一
、
O
O
O
円

○
重
度
心
身
障
害
児
者

　
　
　
　
八
件

○
施
設
慰
問
金

　
　
　
　
八
件

○
入
院
患
者

　
　
　
七
七
件

八
、
O
O
O
円

一
七
、
O
O
O
円

七
七
、
O
O
O
円

O
そ
の
他
施
設
入
所
者

　
　
　
　
二
件
　
　
昌
、
O
O
O
円

（
不
足
分
は
、
社
協
か
ら
支
払
い
）

太
田
さ
ん
が

　
　
身
障
者
相
談
員
に

　
町
に
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
方
が
百
九
十
八
名
あ
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
も
身
体
に
障
害
の
あ

る
方
は
、
・
多
数
お
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
昨
年
十
月
か
ら
、
中
央
町
の
太

田
義
雄
さ
ん
が
、
知
事
の
委
託
に
よ
り

身
障
者
の
相
談
員
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
電
話
は
、
千
手
局
二
十
二
番
で
す
。

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

民
俗
資
料
館
へ

　
民
俗
資
料
館
を
、
上
野
か
ら
田
戸

に
移
し
た
こ
と
は
、
昨
年
十
一
月
号

で
報
告
の
と
お
り
、
暮
れ
も
お
し
迫

っ
た
先
月
二
十
三
日
、
久
し
ぷ
り
の

立
高
校
建
設
の
た
め
に
、
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

年
金
手
帳
が

　
　
　
か
わ
り
ま
す

　
国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

船
員
保
険
、
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
の

年
金
手
帳
が
一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
の
よ
う
な
方
は
、
手
帳
が
新
し
い

快
晴
に
つ
ら
れ
て
、
田
戸
の
資
料
館

を
訪
づ
れ
て
み
た
。

　
民
俗
資
料
の
収
集
を
皆
さ
ん
に
呼

ぴ
か
け
た
の
は
、
四
十
四
年
七
月
の

こ
と
、
以
来
大
勢
の
方
々
か
ら
ご
協

力
願
っ
て
、
今
で
は
お
よ
そ
六
百
三

十
点
（
土
器
石
器
類
を
除
く
）
く
ら

い
が
と
こ
ろ
せ
ま
し
と
並
べ
ら
れ
て

い
る
。
現
在
で
も
寄
贈
し
て
く

だ
さ
る
方
も
あ
り
、
館
を
守
る

押
木
さ
ん
は
、
陳
列
に
大
忙
し

の
あ
り
さ
ま
。
中
に
は
、
ど
う

い
う
も
の
に
使
っ
た
の
か
、
使

途
の
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
品
物

も
あ
る
と
力
　
押
木
さ
ん
は
、

よ
そ
の
資
料
館
を
視
察
し
な
が

ら
、
陳
列
方
法
を
研
究
し
た
と

か
で
、
階
上
、
階
下
と
も
み
ご

と
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
。

　
お
よ
そ
六
百
三
十
点
の
資
料

は
、
書
籍
類
が
五
十
、
軸
物
十

六
、
衣
類
二
十
四
点
で
、
あ
と

ま
、
い
わ
ゆ
る
民
具
と
称
さ
れ

る
も
の
、
こ
の
中
に
は
同
じ
種
類
と

思
わ
れ
る
も
の
が
二
百
四
十
点
く
ら

い
含
ま
れ
て
い
る
。

　
訪
づ
れ
た
際
、
た
ま
た
ま
近
く
の

老
人
が
参
観
に
来
て
お
り
、
あ
れ
こ

れ
説
明
を
受
け
た
が
、
な
る
ほ
ど
と

昔
の
人
た
ち
の
生
活
の
知
恵
に
お
ど

ろ
く
ば
か
り
。
特
に
興
味
を
ひ
か
れ

た
も
の
は
、
ね
ず
み
を
と
る
地
ご
く

お
と
し
、
畑
を
耕
す
と
き
用
い
た
と

い
う
エ
ン
グ
ワ
、
結
婚
式
に
使
っ
た

と
い
う
カ
ガ
ミ
ダ
ル
な
ど
で
、
そ
れ

ら
を
使
用
し
た
当
時
が
、
多
少
な
り

と
も
し
の
ば
れ
る
思
い
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
こ
を
訪
づ
れ
る
人
も
多

く
、
十
｝
月
中
に
は
六
十
名
も
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
の
う
ち
町
外
が
二
十

四
名
、
県
外
が
五
名
で
あ
り
、
特
に

遠
来
の
人
た
ち
は
、
そ
の
み
ち
の
通

力
多
く
　
だ
れ
も
が
資
料
の
多
い
こ

と
と
、
町
の
熱
の
入
れ
よ
う
に
お
ど

ろ
い
て
お
ら
れ
る
と
い
う
。

　
皆
さ
ん
も
是
非
お
出
宙
け
を
〃

町
内
さ
イ
ぱ
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保
育
園
児
を
募
集
ρ
●

継
続
入
園
も
必
ず
申
請
を

　
五
十
年
度
の
保
育
所
の
入
所
受
付
け

を
、
次
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
内
容

一
、
千
手
保
育
園

　
　
募
集
人
数
　
七
十
名
（
三
歳
未
満

　
児
八
名
、
三
歳
以
上
児
六
十
二
名
）

　
今
月
二
十
日
（
月
）
か
ら
、
二
十
五

　
日
（
土
）
の
間
、
役
場
社
会
課
で
受

付
。

昌
、
上
野
保
育
園

　
　
募
集
人
数
　
九
十
名
（
三
歳
未
満

　
児
十
八
名
、
三
歳
以
上
児
七
十
二
名

　
）
、
今
月
二
十
八
日
（
火
）
上
野
保

育
園
で
受
付
。

三
、
橘
保
育
園

　
　
募
集
人
数
　
八
十
名
（
三
歳
未
満

　
児
十
二
名
、
三
歳
以
上
児
六
十
八
名

　
）
、
今
月
二
十
九
日
（
水
）
橘
保
育

　
園
で
受
付
。

四
、
南
原
保
育
園

　
　
募
集
人
数
　
五
十
名
（
三
歳
未
満

　
児
十
名
、
三
歳
以
上
児
四
十
名
）

　
今
月
三
十
日
（
木
）
南
原
保
育
園
で

　
受
付
．

○
受
付
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
九
時

　
か
ら
、
午
後
四
時
ま
で
。

○
申
請
用
紙
は
、
受
付
の
十
日
く
ら
い

　
前
か
ら
、
役
場
及
ぴ
園
に
用
意
し
て

　
お
き
ま
す
の
で
、
受
付
当
日
は
、
記

　
入
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
必
要
な
書
類

　
○
父
母
及
ぴ
祖
父
母
が
勤
め
人
の
場

合
は
、
四
十
九
年
給
与
所
得
源
泉
徴
収

票
　
○
父
母
及
ぴ
祖
父
母
の
勤
務
先
発

行
の
勤
務
証
明
書
　
○
保
護
者
が
病
気

で
申
請
の
人
は
、
医
師
の
診
断
書
　
○

保
護
者
が
内
職
の
た
め
申
請
さ
れ
る
人

は
、
事
業
主
の
内
職
証
明
書
　
○
申
請

に
は
、
必
ず
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
※
注
意
事
項

　
○
障
害
児
な
ど
で
、
団
体
生
活
が
で

き
な
い
児
童
は
、
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

○
在
園
中
で
あ
つ
て
も
、
引
続
い
て
入

園
を
希
望
さ
れ
る
場
合
も
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
○
家
庭
状
況
を
お
た
ず
ね
し

ま
す
の
で
、
必
ず
保
護
者
が
お
い
で
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

木
島
・
丸
山
寅
蔵
　
○
沖
立
・
星
名
善

次
郎
　
○
伊
友
・
高
橋
友
義
　
○
高
原

田
・
丸
山
伊
勢
松
　
O
坪
山
・
引
間
寿

一
　
〇
霜
条
・
星
名
進
一
　
〇
鶴
吉
・

渡
辺
武
久

〔
上
野
地
区
〕

○
新
町
新
田
・
内
山
恵
雄
○
下
平
新

田
教
員
住
宅
・
丸
山
公
夫

〔
橘
地
区
〕

○
木
落
・
永
井
栄
二
　
〇
塩
辛
・
高
津

正
　
○
仁
田
・
藤
巻
寛
治
　
○
野
口
・

野
沢
正
夫
　
○
原
田
・
丸
山
仁
治
　
○

根
深
・
丸
山
茂
吉

平

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
【
十
二
月
分
】

△
寄
贈
者
（
敬
称
略
）
　
丸
木
屋
（
押

木
正
登
・
田
戸
）

△
お
も
な
入
手
品
、
丸
形
下
げ
行
燈
、

布
張
り
の
膳
、
盃
三
個
、
べ
つ
甲
の
櫛

か
ん
ざ
し
、
紫
槽
衆
た
ば
こ
ぼ
ん
）
、

麻
上
下
（
か
み
し
も
）
、
な
な
こ
（
羽

織
）
、
と
ず
る
の
か
ご
（
生
花
用
）
、

三
角
定
規
、
麻
着
。

。
麟
勢
正
霧
繍

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
：
：
・
・
：
：
：
①

卓
球
協
会
、
ジ
ュ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
を
開
設

町
の
卓
球
協
会
で
は
、
ジ
ュ
ニ

㎜
ア
ク
ラ
ブ
を
開
設
、
次
に
よ
り
希

　
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

脚
○
対
象
・
小
学
五
、
六
年
及
ぴ

酬
中
学
、
高
校
生

㎜
○
内
　
容
・
練
習
、
上
部
大
会
ヘ

ロ

欄
　
の
参
加
、
講
習
会
な
ど

田
σ
そ
の
他
・
月
百
円
程
度
の
会
費

　
　
を
徴
収
、
希
望
者
は
、
今
月
二

　
　
十
日
ま
で
に
、
中
屋
敷
・
小
丸

　
　
新
聞
店
内
、
渡
辺
｝
治
郎
ま
で

　
　
（
電
話
・
一
二
七
番
）

二
月
一
日
の
農
業
セ
ン

サ
ス
に
ご
協
力
を

　
二
月
一
日
に
、
全
国
い
っ
せ
い
に
農

業
セ
ン
サ
ス
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
　
「
農
業
の
国
勢
調
査

」
と
も
言
わ
れ
、
全
て
の
農
家
を
対
象

に
、
五
年
ご
と
に
行
う
も
の
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
村
づ
く
り
の
基
礎
と

な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
県
や
国
が
行

う
農
業
の
施
策
の
基
礎
資
料
と
な
る
も

の
で
、
他
の
目
的
に
使
う
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
調
査
員
の
方
が
、
皆
さ
ん
の
お
宅
へ

お
じ
ゃ
ま
し
、
い
ろ
い
ろ
質
問
い
た
し

ま
す
が
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う

え
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
お
答
え
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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O

〔
千
手
地
区
〕

○
山
野
田
・
北
村
日
出
太
　
○
発
電
所

通
り
・
蔵
品
清
　
○
永
久
公
舎
・
高
橋

福
二
　
〇
栄
町
・
押
木
京
子
　
〇
四
郎

兼
・
平
野
角
太
郎
　
O
上
町
・
平
野
義

一
　
〇
中
央
町
・
小
野
塚
一
　
〇
田
中

・
酒
井
三
治
　
○
神
社
町
・
高
橋
茂

○
学
校
町
・
長
谷
川
正
巳
　
○
中
屋
敷

・
清
水
信
一
　
〇
寺
尾
・
高
橋
清
　
○

子
供
の
出
生
届
を

　
　
忘
れ
ず
に

　
子
供
が
生
ま
れ
た
ら
、
十
四
日
以

内
に
必
ず
届
出
を
し
ま
し
よ
う
。

　
出
生
届
を
し
な
い
と
、
い
つ
ま
で

も
戸
籍
に
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
と
、

学
校
へ
入
学
す
る
と
き
、
就
職
す
る

▽
庁
内
人
事

▽
採
用
　
／
一
月
一
日
付

　
橘
保
育
園
・
春
日
泰
子

霧
欄
命
顯

星
名
　
渡

加
賀
屋
直
美

金
子
千
弘

金
子
あ
つ
子

山
口
良
一

山
口
信
江

仁仁岩岩福伊
友島
か
ら

瀬瀬
か
ら

田田
か
ら

納
税
メ
モ

木
材
引
取
税
に
つ
い
て

　
　
木
材
引
取
税
は
、
素
材
の
最

　
初
の
引
取
者
に
課
税
さ
れ
る
も

　
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
素
材

　
を
売
買
し
た
場
合
、
そ
の
引
取

　
者
に
課
税
さ
れ
る
ほ
か
、
自
家

　
用
と
し
て
立
木
の
伐
採
を
し
た

　
と
き
は
、
所
有
者
を
引
取
者
と

　
み
な
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
　
税
率
は
、
山
も
と
価
格
の
百

分
の
二
で
す
。

　
　
税
務
課
で
は
、
関
係
が
あ
る

　
と
思
わ
れ
る
方
々
に
照
会
中
で

　
す
が
、
申
告
に
つ
い
て
ご
協
力

　
を
お
願
い
し
ま
す
。

鐵繕

麟馨捻㎜

翫
辮
叢
欝

総器
川
崎
秀
雄

若
井
厚
子

大
久
保
義
信

上
田
悦
子

栄
町

＋
日
町
か
ら

野
　
口

新
　
潟
か
ら

と
き
、
そ
の
他
自
分
の
身
分
関
係
や

国
籍
（
日
本
人
か
外
国
人
か
）
の
証

明
な
ど
が
必
要
な
と
き
、
大
変
め
ん

ど
う
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
出
生
届
を
す
る
に
は
、
役
場
に
用

紙
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
用
紙
に

医
師
か
、
助
産
婦
の
証
明
を
も
ら
い

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
届
出
て

く
だ
さ
い
。
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　　　　　　　　　　　井登黒高藤小澤
増登川登丸小滋昇川坂嶋橋巻幡口
田翻坂山川野天貴伸美太寛祐友
リ太太定ハ善ヨ　1　光吾雪樹子介紀
ヨ郎郎吉ツ吉シ　ご
　　　　　　　　め肇功型清奮鶏
神岩室赤下越野　い
社　 ケ福長長長二長三長町瀬島谷原沢口　を　霧男女男女男女
　　　　　　　　祈町赤伊田仁仁上
九八七七七六六る新○○八四四七四　　　　田谷友中田田野

、
ジ
か
欝

蔑
太
田
　

　
　
　
　
川
口
市
に
て
駒
　
　
山

古
里
に
戻
り
し
男
炉
を
開
く

山
茶
花
や
音
無
き
雨
に
暮
れ
そ
め
て

釣
舟
の
岸
の
薄
氷
割
り
て
出
づ

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
金
子
洋
石

追
羽
子
や
重
き
文
金
高
島
田

ほ
の
ぼ
の
菖
畠
士
か
ら
明
け
て
国
の
春

初
ロ
畠
士
に
希
望
の
春
を
仰
ぎ
け
り

　
　
　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
文
峯

背
戸
に
来
て
み
そ
さ
ざ
い
鳴
く
雪
近
し

風
の
な
お
変
り
て
雪
と
な
る
ら
し
き

霜
柱
く
だ
き
て
百
姓
土
に
生
く

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
仙
蒼
子

初
雪
に
熟
柿
重
た
く
落
ち
に
け
る

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

初
夢
を
秘
し
て
語
ら
ぬ
乙
女
か
な




